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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第90期

第１四半期連結
累計期間

第91期
第１四半期連結
累計期間

第90期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 20,467,573 20,767,950 82,050,561

経常利益 (千円) 151,216 893,117 2,504,337

四半期(当期)純利益 (千円) 106,456 626,251 1,288,823

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △671,234 2,457,921 3,892,605

純資産額 (千円) 44,627,093 51,501,014 49,060,892

総資産額 (千円) 76,940,187 85,381,257 81,814,724

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 1.70 9.98 20.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 54.5 56.7 56.3

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社22社及び関連会社１社で構成されており、日

本、北米、中国、アジアにおいて、ばね、コントロールケーブル及び自動車用品の製造販売等を主な内容とし、

事業活動を展開しております。

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

国内販売は減少したものの海外市場の好調により当第１四半期連結累計期間の売上高は、207億６千７

百万円（前年同四半期比1.5％増）となりました。

また、損益の状況につきましては、全社を挙げて原価低減活動に取り組んでまいりました結果、営業利

益は３億１千１百万円（同73.7％増）となりました。また、経常利益は８億９千３百万円（同490.6％

増）、四半期純利益は６億２千６百万円（同488.3％増）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、売上高はセグメント間の売上高を含んでおります。

〔日本〕

自動車販売台数が減少した結果、売上高162億５千１百万円（前年同四半期比6.8％減）、営業利益５億

７千３百万円（同19.5％減）となりました。

〔北米〕

米国の景気回復を背景とした自動車販売台数の増加により売上高25億９千８百万円（前年同四半期比

28.2％増）、営業利益１億１千３百万円（前年同四半期は７千８百万円の損失）となりました。

〔中国〕

主に子会社である昆山中和弾簧有限公司の売上が増加したことにより売上高12億５千１百万円（前年

同四半期比38.6％増）、営業利益１百万円（前年同四半期は６千５百万円の損失）となりました。

〔アジア〕

インドネシア、タイ、台湾市場の好調により自動車販売台数が増加した結果、売上高29億５千万円（前

年同四半期比22.5％増）となりましたが、原材料費及び労務費の増加などの減益要因により、営業利益３

千９百万円（同37.4％減）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５千７百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、中国セグメントにおける生産及び販売実績が著しく増加しまし

た。

これは、主に子会社である昆山中和弾簧有限公司の売上の増加によるものであり、生産実績12億１千２

百万円（前年同四半期比34.3％増）、販売実績12億５千１百万円（同38.6％増）となりました。

　

EDINET提出書類

中央発條株式会社(E01405)

四半期報告書

 4/17



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,855,99463,855,994
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数
1,000株

計 63,855,99463,855,994－ －

(注)  「提出日現在発行数」欄には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額　
(千円)

資本金残高　
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

－ 63,855,994 － 10,837,208 － 11,128,923

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 1,131,000 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 61,951,000 61,951 －

単元未満株式 普通株式 773,994 － －

発行済株式総数 63,855,994－ －

総株主の議決権 － 61,951 －

(注)  「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

中央発條株式会社
名古屋市緑区鳴海町
字上汐田68番地

1,131,000 － 1,131,0001.77

計 － 1,131,000 － 1,131,0001.77

(注)  当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は、1,133,000株であります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,367,312 10,549,066

受取手形及び売掛金 16,548,602 16,113,089

商品及び製品 2,602,778 2,651,573

仕掛品 1,604,187 1,659,279

原材料及び貯蔵品 4,055,922 4,093,591

繰延税金資産 988,966 1,364,315

未収入金 305,876 339,706

その他 817,812 971,629

貸倒引当金 △25,045 △25,482

流動資産合計 37,266,414 37,716,770

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 26,367,736 26,936,196

減価償却累計額 △19,029,329 △19,271,074

建物及び構築物（純額） 7,338,407 7,665,122

機械装置及び運搬具 52,697,856 53,634,711

減価償却累計額 △44,108,121 △44,667,000

機械装置及び運搬具（純額） 8,589,734 8,967,711

土地 9,290,165 9,314,890

建設仮勘定 3,628,944 3,455,001

その他 8,484,911 8,659,933

減価償却累計額 △7,430,331 △7,511,927

その他（純額） 1,054,580 1,148,006

有形固定資産合計 29,901,832 30,550,732

無形固定資産

のれん 6,062 5,196

その他 124,039 117,861

無形固定資産合計 130,101 123,057

投資その他の資産

投資有価証券 12,544,473 14,936,654

関係会社出資金 339,904 377,678

長期前払費用 283,269 326,802

繰延税金資産 492,722 509,291

前払年金費用 605,541 582,625

その他 307,851 314,676

貸倒引当金 △57,385 △57,030

投資その他の資産合計 14,516,376 16,990,697

固定資産合計 44,548,309 47,664,487

資産合計 81,814,724 85,381,257
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,638,750 13,869,857

短期借入金 1,526,247 1,616,824

1年内返済予定の長期借入金 3,200,000 3,000,000

未払金 1,932,211 1,177,268

未払費用 1,900,424 3,282,266

未払法人税等 822,567 714,618

賞与引当金 1,510,135 802,137

役員賞与引当金 94,721 21,207

製品保証引当金 28,587 26,037

その他 699,513 814,961

流動負債合計 25,353,158 25,325,178

固定負債

長期借入金 200,000 504,110

繰延税金負債 4,042,995 4,884,899

退職給付引当金 1,693,952 1,737,298

役員退職慰労引当金 318,290 245,045

資産除去債務 109,982 110,612

その他 1,035,451 1,073,099

固定負債合計 7,400,672 8,555,064

負債合計 32,753,831 33,880,242

純資産の部

株主資本

資本金 10,837,208 10,837,208

資本剰余金 11,128,923 11,128,923

利益剰余金 18,884,415 19,209,588

自己株式 △544,260 △545,071

株主資本合計 40,306,287 40,630,649

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,903,316 8,460,583

海外子会社の土地再評価差額金 250,420 250,420

為替換算調整勘定 △1,419,437 △956,969

その他の包括利益累計額合計 5,734,299 7,754,034

新株予約権 15,991 14,011

少数株主持分 3,004,315 3,102,319

純資産合計 49,060,892 51,501,014

負債純資産合計 81,814,724 85,381,257

EDINET提出書類

中央発條株式会社(E01405)

四半期報告書

 9/17



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 20,467,573 20,767,950

売上原価 18,172,736 18,215,802

売上総利益 2,294,836 2,552,147

販売費及び一般管理費 2,115,532 2,240,679

営業利益 179,304 311,468

営業外収益

受取利息 4,646 3,460

受取配当金 103,825 160,554

持分法による投資利益 14,868 12,161

為替差益 － 342,417

その他 108,270 92,672

営業外収益合計 231,610 611,264

営業外費用

支払利息 14,173 24,540

為替差損 238,889 －

その他 6,635 5,075

営業外費用合計 259,698 29,615

経常利益 151,216 893,117

特別利益

固定資産売却益 － 1,456

新株予約権戻入益 1,372 1,980

特別利益合計 1,372 3,436

特別損失

固定資産除売却損 1,464 4,600

投資有価証券売却損 － 2,605

投資有価証券評価損 3,889 －

特別損失合計 5,354 7,205

税金等調整前四半期純利益 147,234 889,348

法人税、住民税及び事業税 370,437 655,687

法人税等調整額 △327,365 △385,262

法人税等合計 43,071 270,424

少数株主損益調整前四半期純利益 104,162 618,923

少数株主損失（△） △2,293 △7,328

四半期純利益 106,456 626,251
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 104,162 618,923

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △735,082 1,568,254

為替換算調整勘定 △58,935 252,427

持分法適用会社に対する持分相当額 18,621 18,315

その他の包括利益合計 △775,397 1,838,997

四半期包括利益 △671,234 2,457,921

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △683,406 2,391,763

少数株主に係る四半期包括利益 12,172 66,157
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

当第１四半期連結会計期間より、連結子会社のうち決算日が12月31日であったCENTRAL SPRING,INC.、昆

山中発六和機械有限公司、天津中発華冠機械有限公司、昆山中和弾簧有限公司及び天津中星汽車零部件有

限公司並びに持分法適用の関連会社で決算日が12月31日であった天津中発富奥弾簧有限公司は、連結財務

情報のより適正な開示を図るため、連結決算日に仮決算を行い連結する方法に変更しております。

この変更に伴う平成25年１月１日から平成25年３月31日までの３ヶ月間の損益は、利益剰余金の増減と

して調整しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

減価償却費 733,092千円 786,405千円

のれんの償却額 866千円 866千円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月14日
定時株主総会

普通株式 250,948 4 平成24年３月31日 平成24年６月15日 利益剰余金

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月13日
定時株主総会

普通株式 250,898 4 平成25年３月31日 平成25年６月14日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 日本 北米 中国 アジア 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 15,872,9522,026,739578,4891,989,39120,467,573

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,569,301 145 324,538 420,1592,314,144

計 17,442,2532,026,884903,0282,409,55022,781,717

セグメント利益又は損失(△) 712,428△78,735 △65,409 63,402 631,686

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 631,686

未実現利益の消去等 △21,305

全社費用(注) △431,076

四半期連結損益計算書の営業利益 179,304

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門に関わる費用であります。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 日本 北米 中国 アジア 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 14,684,1982,598,612944,3262,540,81220,767,950

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,567,755 157 307,410 409,7472,285,070

計 16,251,9532,598,7701,251,7362,950,56023,053,020

セグメント利益 573,836 113,903 1,971 39,678 729,390

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 729,390

未実現利益の消去等 △79

全社費用(注) △417,842

四半期連結損益計算書の営業利益 311,468

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門に関わる費用であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 1円70銭 9円98銭

 (算定上の基礎) 　 　

  四半期純利益金額(千円) 106,456 626,251

  普通株主に帰属しない金額(千円) － －

  普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 106,456 626,251

  普通株式の期中平均株式数(株) 62,735,079 62,722,903

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－
 
 

－
 
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成25年８月７日　

　

中央発條株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水    野    裕    之    印　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    淺    井    孝    孔    印　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央

発條株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中央発條株式会社及び連結子会社の平成25年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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